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A. 研究目的 

脳死肝移植レシピエント候補として登録され

た HIV/HCV 重複感染患者の待機状況を検討した。 

 
B. 研究方法 
2007年5月以降に日本脳死肝移植適応評価委員会
において評価を受け、臓器移植ネットワークに脳
死肝移植レシピエント候補として登録された待
機患者を対象とした。日本脳死肝移植適応評価委
員会事務局データベースに記録された適応評価
時の臨床情報、検査成績と臓器移植ネットワーク
に登録された転帰を用いて検討を行った。 
  
C. 研究結果 
2007年 5月から2014年 8月までにのべ2086例

（新規申請 1496 例、再申請 590 例）が適応評価
を受け脳死肝移植待機リストに登録された。C 型
肝硬変患者の新規申請は330例で新規申請全体の
22.1%を占めていた。このうち 9 例が HIV/HCV 重
複感染患者で新規申請の 0.6％、C 型肝硬変患者
の 2.7％を占め（図 1）、全例が血友病を合併し
ていた。適応評価時のアルブミン値、ビリルビン
値、プロトロンビン時間は HIV/HCV 重複感染患者
群とHCV単独感染患者群間で違いは認めなかった
が、年齢のみは HIV/HCV 重複感染患者が有意に低
かった（図 2）。HIV/HCV 重複感染患者の脳死肝移
植待機リスト登録時の医学的緊急性の配点は3点、
6 点、8 点がそれぞれ 3 例、4 例、2 例であった。
2011年までに登録された6例の患者は６点以下で

登録され 4 例が待機死亡し 2 例が 2014 年末まで
待機を継続している。一方、2012 年以降に登録さ
れた３例中1例は配点変更により2013年 7月に8
点登録に優先順位が上がり、2014 年 6月に脳死肝
移植を受けた。残りの 2 例は 8 点登録で 2014 年
末まで待機を継続している。 
 
D. 考  察 
脳死肝移植待機リスト登録時の臨床データの比
較から、HIV/HCV 重複感染患者は HCV 単独感染患
者より若年で非代償性肝硬変となり、脳死肝移植
待機リストに登録されていることが明らかとな
った。2011 年までの登録症例は臓器配分優先順位
が低く脳死ドナー肝を配分された症例はなかっ
た。しかし、2012 年以降は医学的緊急性の配点が
高くなった結果、重複感染患者に対する脳死肝移
植施行が 1例に施行され、配点変更の効果が認め
られた。 
 

E．結  論  

HIV/HCV 重複感染患者に対する医学的緊急性配点

変更により脳死ドナー肝の配分が可能となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究要旨：2014 年 8 月までに脳死肝移植待機リストに登録された HIV/HCV 重複感染レシピエント

候補は 9 例であり、HCV 感染レシピエント候補全体の 2.7％を占めていた。重複感染患者は HCV

単独感染患者と比較して肝機能に差はなかったが登録時の年齢は若年であった。2011 年までの

重複感染患者は医学的緊急性 6 点以下で登録され脳死移植を受けた例はなく、6 例中 4 例が待

機死亡した。一方、2012 年以降に登録された重複感染患者は 8 点での登録か、経過中に 8 点へ

のランクアップが行われ、3 例中 1 例で脳死肝移植が行われた。 
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